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3-8-3 跨線橋処理 

(1) 検討経緯 

高架橋に支障する春日陸橋及び田崎陸橋は撤去となった。段山陸橋は、陸橋復元案と平面付

替案を検討及び協議調整し、従前どおりの陸橋復元案を採用した。 

高架化が完了し新たな道路が整備されるまで、仮道路及び周辺の代替道路を整備し、交通機

能を確保する必要があった。 

 

(2) 交通対策 

陸橋の撤去による周辺交通の主な問題点は以下のとおりであった。 

○段山陸橋 

 周辺道路への交通負荷（特に、上熊本細工町線、段山踏切、段山町電停交差点） 

○春日陸橋 

 春日地域の都心部方面への迂回 

 周辺道路への交通負荷（特に古道踏切） 

○田崎陸橋 

 田崎地域の都心部方面への迂回 

 周辺道路への交通負荷 

 

交通対策として、適切な迂回路を確保するとともに、迅速な道路交通情報の提供により交通

渋滞の緩和を図った。 

【交通対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.都市計画道路の早期整備により、広域的な迂回路を確保 

新土河原出水線（新土河原～蓮台寺：４車線）を平成20年４月に供用開始 

野ロ清水線（池上～島崎：４車線)を平成20年４月に供用開始 

2.仮陸橋・仮道路等の設置により、現場周辺に迂回路を確保 

段山陸橋の南側に、在来線と仮踏切で平面交差する仮道路を設置し、２車線の迂回路を

確保する。 

春日陸橋の南側に、都市計画道路春日池上線（祇園橋～古道踏切）を早期に整備し、２

車線の迂回路（西側側道を一部区間利用）を確保する。 

田崎陸橋の北側に、在来線と仮陸橋で立体交差する仮道路を設置し、２車線の迂回路（西

側側道を一部区間利用）を確保する。 

3.迅速な道路交通情報の提供による交通渋滞緩和 

標識、看板、情報板等の設置により案内する。 

道路交通情報通信システム（VICS:渋滞情報等をカーナビに提供するシステム）を活用し、

迅速な道路交通情報を提供することにより、交通渋滞の緩和を図る。 

様々なメディアを利用した広報・広告により周知の徹底を図る。 

地元説明会により詳細な周知を図る。 
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注：平成20年5月より順次、代替道路へ切替え 

図3-38 広域的な迂回路 
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(3) 広報・広告 

段山陸橋、春日陸橋及び田崎陸橋の撤去、付替えにあたっては、迂回路及び迂回期間等を住

民及び利用者へ周知するため、地元説明会をはじめテレビＣＭ、ラジオ、新聞、情報誌、熊本

県及び熊本市の広報誌、ホームページ、横断幕、立て看板、バス車体広告などによる広報、広

告を図った。 

 

 (a) 撤去・迂回時（平成20年） 

①テレビＣＭ 
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春日陸橋は 
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田崎陸橋は 
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②新聞折込みチラシ 
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③広報誌、横断幕等 

 

 熊本県広報誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横断幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バス車体広告                熊本県ウェブサイト 
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 (b) 田崎仮踏切への切替え・段山陸橋復元時（平成27年） 

①テレビＣＭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②チラシ（配布、新聞折込み） 
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③広報誌、横断幕等 

 

 熊本県広報誌             誘導看板（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 誘導看板                  横断幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊本県ウェブサイト 
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  熊本日日新聞 平成19年（2007年）10月13日夕刊 
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(4) スケジュール 

跨線橋処理に係る工程及び迂回期間は下表のとおりである。迂回期間は約７年間に渡った。 

 

表3-16 跨線橋処理のスケジュール 

      年度 

 区分 

H19 

(2007) 

H20 

(2008) 

H21 

(2009) 

H22 

(2010) 

H23 

(2011) 

H24 

(2012) 

H25 

(2013) 

H26 

(2014) 

H27 

(2015) 

H28 

(2016) 

H29 

(2017) 

H30 

(2018) 

Ｒ１ 

(2019) 

Ｒ２ 

(2020) 

       
 

  
 

    

段 山 陸 橋   

  

          
  

           

春 日 陸 橋   

  

        

    

    

  

     

田 崎 陸 橋   

  

            
  

  

  

  
  

 

広域的迂回路 
  

            

 

 

 

 

 

 

 

  

新幹線開業 
鹿児島本線上り線他 
高架切替え 

鹿児島本線下り線他 
高架切替え 

迂回期間 

仮道路工事 

陸橋撤去工事 陸橋復元工事 

仮道路工事 

春日池上線工事 

仮道路工事 

仮踏切除却 

古 道 踏 切 除

野口清水線 一部供用 

（春日池上線暫定供用） 

熊本駅城山線工事 

仮踏切除却 

（熊本駅城山線暫定供用） 

陸橋撤去工事 

仮踏切供用開始 

陸橋撤去工事 

迂回期間 

迂回期間 

新土河原出水線 供用 

陸橋撤去工事 

春日池上線工事 
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(5) 切替え手順 

 (a) 段山陸橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-39 段山陸橋切替えステップ  

事業内容 H19 H20 H21 H22 H23 H24

仮設道路切替状況

H26 H27 H28 H29

新幹線工事

連
立
事
業

連立高架橋工事

仮設道路工事

陸橋撤去工事

H25

陸橋復元工事

仮設道路供用開始
H20年5月11日

陸橋撤去完了

連立高架完成

ステップ１

新幹線完成

陸橋復元完了

H27年9月13日

仮設道路

撤去完了

田崎橋方面

平成27年3月～平成27年9月（段山陸橋復元時）

トンネル

段山陸橋

至 新町方面

至 島崎方面

段山
公園

藤崎台
球場

・・九州新幹線（供用中）

・・仮設道路

・・連立高架（供用中）

田崎橋方面

平成27年9月以降

トンネル

段山陸橋

至 新町方面

至 島崎方面

段山
公園

藤崎台
球場

・・九州新幹線

至 熊本

至 熊本

・・連立高架

済生会
跡地

済生会
跡地

田崎橋方面

従前の状況

トンネル

段山陸橋

段山踏切

至 新町方面

至 島崎方面

段山
公園

藤崎台
球場

至 熊本

済生会
跡地

<ステップ１> <ステップ４>

<ステップ５>

平成20年5月～平成23年3月（新幹線高架施工時）

トンネル

段山陸橋

段山踏切

至 新町方面

段山
公園

藤崎台
球場

・・九州新幹線（H23年3月完成）

・・仮設道路

至 熊本

済生会
跡地

<ステップ２>

平成23年3月～平成27年3月（連立高架施工時）

トンネル

段山陸橋

段山踏切

至 新町方面

至 島崎方面

段山
公園

藤崎台
球場

・・九州新幹線（供用中）

・・仮設道路

至 熊本

済生会
跡地

<ステップ３>

島崎通り仮踏切

・・連立高架（H27年3月完成）

島崎通り

仮踏切除却

段山陸橋

復元工事

段山陸橋

復元工事

至 島崎方面

段山陸橋撤去

島崎通り仮踏切

ステップ２ ステップ３ ステップ５ステップ４

仮踏切除却

（H27.3.14）



第 3 章 事業の進行・施工 

183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段山陸橋 撤去前（平成19年５月頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段山陸橋 撤去時（平成21年５月頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段山陸橋 復元後（平成27年11月頃）  



第 3 章 事業の進行・施工 

184 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新 幹 線  

鹿 児 島 本 線  
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 (b) 春日陸橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-41 春日陸橋切替えステップ  
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春日陸橋 撤去前（平成19年９月頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日陸橋 撤去工事中（平成20年７月頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日陸橋 撤去後（平成20年11月頃）  
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 (c) 田崎陸橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-42 田崎陸橋切替えステップ  

高架橋工事

田崎迂回路工事

田崎陸橋撤去工事

（都）田崎春日線工事

（都）熊本駅城山線工事

Ｒ３

新幹線工事

事業内容 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

連
立
事
業

街
路
事
業

田崎迂回路切替え状況

Ｈ３０ Ｒ２Ｒ元Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

ステップ３ （迂回路）

迂回路を地平仮道路へ
切替え（仮踏切）

（H27.8.23）

ステップ４ （仮踏切）

連立高架

完成

ステップ６ステップ５

供用開始

ステップ２ （迂回路）

新幹線完成

西側ｱﾌﾟ
ﾛｰﾁ撤去

跨線橋部
撤去

ステップ１

東側ｱﾌﾟﾛｰﾁ
撤去

鹿児島本線高架工事

（駅部は上り線のみ） 豊肥本線高架工事
（駅部は鹿児島本線

（下り線）施工を含む）

迂回路の一部を
（都）田崎春日線へ切替

（H23.3.6）

供用開始
（H20,6,1)

従前の状況

春日小学校方面

熊本駅方面

田崎市場方面

国道３号方面

百貫踏切

田崎陸橋

三陽自動車
学校

天野整形

古町
小学校

蓮台寺方面

坪井川

（通称）バス通り

＜ステップ１＞

春日小学校方面

熊本駅方面

田崎市場方面

国道３号方面

田崎陸橋

三陽自動車
学校

天野整形

古町
小学校

蓮台寺方面

坪井川

平成20年6月～平成23年3月

・・九州新幹線（H22年度末完成）

・・田崎迂回路

JR在来線の上を渡る橋

＜ステップ２＞

熊本駅方面

田崎市場方面

国道３号方面

三陽自動車
学校

天野整形

古町
小学校

蓮台寺方面

坪井川

平成23年3月～平成27年8月

・・田崎迂回路

・・連立高架

鹿児島本線の

高架化工事中 豊肥本線

鹿児島本線

＜ステップ３＞

熊本駅方面

田崎市場方面

国道３号方面

三陽自動車
学校

天野整形

古町
小学校

蓮台寺方面

坪井川

平成27年8月～平成30年3月

・・九州新幹線

・・田崎迂回路

・・連立高架（H29年度末完成）

（都）田崎春日線

豊肥本線

鹿児島本線

（下り線）

＜ステップ４＞

熊本駅方面

田崎市場方面

国道３号方面

三陽自動車
学校

天野整形

古町
小学校

蓮台寺方面

坪井川

平成30年3月～令和２年度末

・・九州新幹線

・・熊本駅城山線（２車線）

・・連立高架

（都）田崎春日線

＜ステップ５＞

鹿児島本線（下り線）
・豊肥本線の高架が
完成

仮踏切がなくな
る！

（都）熊本駅城山線の
建設
道路を切り替えながら
２車線確保

熊本駅方面

田崎市場方面

国道３号方面

三陽自動車
学校

天野整形

古町
小学校

蓮台寺方面

坪井川

令和３年度 以降

・・九州新幹線

・・熊本駅城山線（４車線完成）

・・連立高架

（都）田崎春日線

＜ステップ６＞

（都）熊本駅城山線の
完成（４車線）
高架橋の下を道路が
横断

新幹線との交差部分は、
田崎迂回路が新幹線の下
を通る構造 迂回路は地平道路（平

面交差）

・・九州新幹線

（都）田崎春日線

鹿児島本線（下り
線）・豊肥本線を
仮踏切で横断

豊肥本線の高架化
工事中

［駅部］鹿児島本線

［駅部］鹿児島本線

暫定

供用開始

完成形

供用開始

地平仮道路の
仮踏切除却
（H30.3.17）
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田崎陸橋 撤去前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮陸橋へ切替え（平成20年６月頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設陸橋を撤去（平成23年４月頃）  
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仮陸橋架設工事（平成20年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮陸橋へ切替え（平成20年６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面道路・仮踏切へ切替え（平成27年８月）  
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3-9 支障物件移転等 

事業の実施に伴い支障となる占用物件については、熊本県、鉄道・運輸機構及び占用者の三

者で協議するとともに、必要に応じて覚書等を交わし、移転、移設工事等を進めた。 

 

表3-17 支障物件 

占用施設 占用者 件 数 

下水道施設 熊本市上下水道事業管理者 9件 

水道施設 熊本市上下水道事業管理者 23件 

電気施設 九州電力株式会社 52件 

ガス供給施設 西部瓦斯株式会社 23件 

電気通信線路（ＮＴＴ） 西日本電信電話株式会社 36件 

電気施設（電気通信） ソフトバンクテレコム株式会社 2件 

電気施設（電気通信） 株式会社ＱＴｎｅｔ 2件 

軌道施設 熊本市交通事業管理者 4件 

電気施設（有線放送） 株式会社ジェイコム九州 7件 

電気施設（有線放送） キャンシステム株式会社 1件 

電気施設（有線放送） 株式会社ＵＳＥＮ 6件 

 

3-10 事業損失等補償 

連続立体交差事業及び新幹線整備事業の施行に伴う事業損失等補償については、双方の施工

時期と影響範囲を踏まえ、在来線東側を連続立体交差事業で、新幹線西側を新幹線整備事業で

行うことを基本としつつ、事業損失の申出等に応じて、原因者で対応した。 

 

表3-18 事業損失等 

事業損失等対象 対 応 

建物等損傷 

事前調査（平成16年度～平成23年度、平成29年度、平成

30年度）を実施し、申出等に応じて事後調査を行った。 

損傷等の程度に応じて適切に補償した。 

⇒58件（令和元年12月時点） 

井戸水の汚濁、枯渇 

観測井により地下水位を連続観測するとともに、井戸水

に係る事前調査を実施した。損害等の申出はなかった。 

⇒0件（令和元年12月時点） 

テレビ電波受信障害 

申出等に応じて受信状況調査を行った。 

障害等の程度に応じて適切に補償した。 

⇒2件（令和元年12月時点） 
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